
 

 

 

第２期（2024 年度－2027 年度） 

高松市ＩＣＴ教育推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 

高松市教育委員会 

 



 
 

第１章 計画策定について 

 １ 計画策定の趣旨 ･････････････････････････････････････････････････････････ 1 

 ２ 計画の位置付け ･････････････････････････････････････････････････････････ 2 

３ 計画の期間 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 2 

 

 

第２章 現状と課題 

１ 国の動向 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 3 

 ２ 本市の経過と現状 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 3 

 

 

第３章 基本目標及び方策 

１ 基本目標 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････10 

２ 方策 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････10 

 ３ 学校教育ＤＸへの展望 ･･･････････････････････････････････････････････････10 

 

 

第４章 具体的取組・成果指標 

【方策１】児童生徒の情報活用能力の育成 ･････････････････････････････････････11 

【方策２】教職員のＩＣＴ活用指導力の向上と支援体制の充実 ･･･････････････････13 

【方策３】ＩＣＴを活用するための環境の整備と運用 ･･･････････････････････････16 

 

 

【資料】 

 １ 情報活用能力（高松モデル） ･･････････････････････････････････････････････20 

 ２ ＩＣＴ活用指導力指標 ･･･････････････････････････････････････････････････21 

  

 

 

 

■ 目 次 

高松市 ICT 教育推進キャラクター 

「ＧＩＧＡ松」 



1 

 

第１章 計画の策定について 

 

１ 計画策定の趣旨 

今日の社会は、生活のあらゆる場面においてＩＣＴ1の活用が日常となっており、人工

知能（ＡＩ）2、ビッグデータ3、ＩｏT4等の先端技術が高度化し、あらゆる産業や社会生

活に取り入れられ、今後、「超スマート社会（Society5.05）」時代の到来が予想されてい

ます。 

このような予測困難な時代の到来に向け、自らが社会の創り手となり、課題解決などを

通じて、持続可能な社会を維持・発展させていく人材を育成していくためには、情報活用

能力6をはじめ、言語能力や問題発見・問題解決能力等の資質・能力を身につけることが

必要とされており、そのためにもＩＣＴを活用した教育の推進が不可欠です。 

学習指導要領（平成２９年告示）においても「情報活用能力」が学習の基盤となる資

質・能力と位置付けられ、その育成を図るため、学校のＩＣＴ環境整備を図り、ＩＣＴを

活用した学習活動を充実していくことが示されています。 

また、令和３年１月の中央教育審議会答申（中教審第２２８号）では、「令和の日本型

学校教育7」の構築に向けたＩＣＴの活用に関する基本的な考え方が示され、「個別最適な

学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向け、ＩＣＴ環境の整備とその全面的な活用

の重要性が示されました。 

本市では、国の「ＧＩＧＡスクール構想8」に基づく児童生徒一人一台端末等の整備

が、令和３年３月に全市立小・中学校において完了し、３年度から本格的な運用を開始し

ました。 

令和５年度には「一人一台持ち帰り本格運用」が学校

の実態に応じて段階的に開始されるなど、各校での一人

一台端末の活用が進められています。 

本計画は、このような状況を踏まえ、児童生徒の情報

活用能力等の資質･能力育成に向け、本市におけるＩＣＴ

を活用した教育の推進に関して、基本的な方向性や具体

的な取組を示すことを目的として策定するものです。 

 
1 ＩＣＴ Information and Communication Technology の略。情報通信技術。 
2 人工知能（ＡＩ）Artificial Intelligence の略。人間の知的能力をコンピュータ上で実現する様々な技術･ソフ

トウェア･コンピュータシステムのこと。 
3 ビッグデータ 従来のデータベース管理システム等では記録や保管、解析が難しい巨大なデータ群のこと。 
4 ＩｏT Internet of Things の略。モノのインターネット。様々な「モノ（物）」がインターネットに接続さ

れ、情報交換することにより相互に制御する仕組み。 
5 Society5.0 日本が提唱する未来社会のコンセプト。ＩＣＴやＩｏＴなどのデジタル革新により、経済発展と

社会的課題の解決を両立する新たな未来社会（Society）のこと。 
6 情報活用能力 情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見･解決したり自分の考えを形成し

たりしていくために必要な資質･能力。  
7 令和の日本型学校教育 令和３年１月２６日に中央教育審議会が公表した答申において 2020 年代を通じて実

現を目指す学校教育のあるべき姿として「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学

びの実現」と示された。 
8 ＧＩＧＡスクール構想 児童生徒向けの一人一台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、

多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化された創造性を育む教育を、全国の学校現場で

持続的に実現させる構想。ＧＩＧＡは、Global and Innovation Gateway for All の略。 

写真 
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２ 計画の位置付け 

本計画は、「高松市総合計画」の分野別計画として、教育分野における最上位計画である

「高松市教育振興基本計画」の小・中学校における学校教育の情報化に関する個別計画と

して策定するものです。 

また、学校教育の情報化の推進に関する法律第９条第２項に基づく「市町村学校教育情

報化推進計画」となるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の期間 

  本計画の期間は、令和６（2024）年度から 令和９（2027）年度までの４年間とします。 

  なお、社会情勢の変化や、国･県の動向等を踏まえ、必要に応じて見直します。 
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第２章 現状と課題 

 

１ 国の動向 

学習指導要領（平成２９年告示）では、「情報活用能力」が言語能力等と同様に「学習

の基盤となる資質・能力」として位置付けられ、その育成を図るため、教科横断的な視点

から教育課程の編成を図るとともに、「各学校において、情報手段を活用するために必要

な環境を整え、これらを適切に活用した学習活動の充実を図ること」が示されています。 

また、令和の日本型教育として示された「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充

実」の実現に向け、これまでの教育実践とＩＣＴを最適に組み合わせることで、主体的・

対話的で深い学びへと質を向上させるとともに、「情報活用能力」をはじめとするデジタ

ル社会を主体的に生きるために必要な資質・能力の育成につなげていくことが必要とされ

ています。 

 

２ 本市の経過と現状 

本市では、平成２４年度から校務の情報化に取り組み、高松市教育情報ネットワークシ

ステム（ＴＥＮＳ9）や統合型校務支援システム10の整備が完了しているほか、平成３０年

度からは電子黒板の導入を開始し、令和２年度に小･中学校普通教室への整備が完了するな

ど、県内をリードしながら教育の情報化を進めてきました。 

平成３０年度には、市立小･中学校における学校教育の情報化を総合的かつ計画的に推

進していくため、「第１期高松市ＩＣＴ教育推進計画」を策定し、令和２年度には、新型

コロナウイルス感染症の感染拡大により、国から「ＧＩＧＡスクール構想の加速による学

びの保障」が示されたことなどを受け、児童生徒の一人一台端末と通信ネットワークの整

備を行うとともに、計画の改定を行い、(1)児童生徒の情報活用能力の育成、(2)教員のＩ

ＣＴ活用能力の育成、(3)ＩＣＴ環境の整備と運用を３つの柱として取り組んできまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 ＴＥＮＳ 高松市教育情報通信ネットワークシステムの略。高松市内の小中学校・教育委員会を結ぶネットワ

ーク及びクラウドの総称。 

10 統合型校務支援システム グループウェア機能（メール、スケジューラー等）に加え、教務（成績処理、出欠

管理、時数管理等）、学籍（指導要録、各種帳票出力等）及び服務（各種申請等）、公文書管理等を統合した機能

を有する情報処理システム。 
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(1) 児童生徒の情報活用能力の育成 

本市では、児童生徒の発達段階に応じて系統的な情報活用能力の育成を図るため、

「第１期高松市ＩＣＴ教育推進計画【令和２年度改訂版】」において、学習指導要領で

示された観点を踏まえ、到達目標を整理した指標「高松モデル」【資料１】を策定しま

した。 

各学校が「高松モデル」を情報活用能力育成のための指標とし、カリキュラムに位置

付け、各指標を意識した授業実践を積み重ねることで、小学校低学年から中学校３年生

の児童生徒の実態に応じた、系統的な情報活用能力の育成が図れるよう進めてきまし

た。 

本市事業「ＩＣＴに係る実証研究事業11」では、研究指定校において、「高松モデル」

をカリキュラムに位置付け、児童生徒が一人一台端末等のＩＣＴを学びのツールとして

日常的な活用を行い、その研究実践の成果を、研修や広報誌等

で市内小・中学校に広めることで、本市、児童生徒の情報活用

能力の育成を図ってきました。 

令和３年度からは、一人一台端末の本格運用により、各学校

において、ＡＩ型ドリル12等を活用した個別最適な学びや、学

習支援ツールを用いた協働的な学びの実現に向けた実践が進め

られています。 

 

 

 

■表１：第１期高松市ＩＣＴ教育推進計画【令和２年度改定版】 方策１「児童生徒の情報

活用能力の育成」における指標進捗状況 

項 目 
対象 
学年 

2017
（H29） 
基準値 

2021
（R3） 
目標値 

2022
（R4） 
実績値 

2023
（R5） 
目標値 

インターネット等を使って調

べたいことを調べることがで

きる 

小５ 90.7% 98.0% 97.0% 100% 

中２ 94.6% 99.0% 93.8% 100% 

パソコン（タブレットパソコン
を含む）のプレゼンソフトソフ
トを使って、プレゼンを作り、
発表することができる 

小５ 9.3% 60.0% 71.7% 80.0% 

中２ 22.2% 70.0% 74.1% 90.0% 

パソコン（タブレットパソコン
を含む）を使って、友だちと考
えを分類したり整理したりす
ることができる 

小５ 27.3% 50.0% 73.9% 70.0% 

中２ 26.9% 50.0% 79.0% 80.0% 

【高松市総合教育センター：学習等に関するアンケート】 

 
11 ＩＣＴに係る実証研究事業 高松市総合教育センターが実施している調査･研究事業。市立小･中学校から事業

校を選出し、ＩＣＴ教育推進に向けた先進的な実践に取り組み、研究成果の横展開を図る事業。 
12 ＡＩ型ドリル 児童生徒の解答内容をＡＩ（人工知能）が理解度を判定し、誤答の原因と推定される単元に誘

導するなど、個々の児童生徒に最適な出題をする教材。 

写真 
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第１期高松市ＩＣＴ教育推進計画【令和２年度改定版】 において設定した指標の進

捗状況は、概ね予定どおり進んでいると言えます。 

 

■グラフ１：児童生徒のＩＣＴ機器活用頻度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年度全国学力･学習状況調査 児童生徒質問紙（令和５年４月）】 

 

 

一方、「令和５年度全国学力･学習状況調査 児童生徒質問紙（令和５年４月）」のう

ち、前年度の授業におけるＰＣ・タブレットの活用頻度調査【■グラフ１】において、

週３回以上活用していると回答した児童生徒の割合が、小･中学校ともに全国平均を下

回っているなど、情報活用能力の育成の前提条件である「学習ツールとしての日常的な

活用」に課題が見られます。 

一人一台端末をはじめとする、ＩＣＴを学習ツールとして日常的に活用するため、令

和５年度に「一人一台端末持ち帰り本格運用」を学校の実態に応じて段階的に開始しま

した。 

端末の日常的な持ち帰りを行うことにより、学校と家庭との学びをシームレスにつな

ぎ、学びの連続性と深まりを生み出すことで、情報活用能力の育成を目指していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

(2) 教員のＩＣＴ活用能力の育成 

初任者研修などの経年研修等で、授業におけるＩＣＴの効果的な活用の研修を実施し

ているほか、学校の要請に応じ、指導主事等を派遣し、ＩＣＴ機器やアプリケーション

等の具体的な操作研修などを実施してきました。 

 

■表２：第１期高松市ＩＣＴ教育推進計画【令和２年度改定版】 方策２「教員のＩＣ

Ｔ活用能力の育成」における指標進捗状況  

項 目 
対象 
学校 

2017 
（H29） 
基準値 

2021 
（R3） 
目標値 

2022 
（R4） 
実績値 

2023 
（R5） 
目標値 

① 
ＩＣＴを活用した授業を行っている教

員の割合 

小 48.1% 95.0% 90.0% 100% 

中 26.6% 95.0% 77.0% 100% 

② 

児童生徒の興味・関心を高めたり課題

を明確につかませたり、学習内容を的

確にまとめさせたりするために、コン

ピュータや提示装置などを活用して資

料などを効果的に提示する 

小 75.8% 90.0% 87.9% 100% 

中 71.4% 90.0% 84.7% 100% 

③ 

児童生徒に互いの意見・考え方・作品な

どを共有させたり、比較検討させたり

するために、コンピュータや提示装置

などを活用して児童生徒の意見などを

効果的に提示する 

小 78.6% 85.0% 76.9% 100% 

中 69.0% 85.0% 64.4% 100% 

④ 

グループで話し合って考えをまとめた

り、協働してレポート・資料・作品など

を制作したりするなどの学習の際に、

コンピュータやソフトウェアなどを効

果的に活用させる 

小  70.0% 67.6% 90.0％ 

中  70.0% 62.0% 90.0％ 

⑤ 

児童生徒がインターネットなどを利用

する際に、反社会的な行為や違法な行

為、ネット犯罪などの危険を適切に回

避したり、健康面に留意して適切に利

用したりできるように指導する 

小  85.0% 93.6% 100% 

中  85.0% 84.5% 100% 

【①：高松市総合教育センター学習等に関するアンケートより】※「週に1､2回以上」と回答した割合   

【②～⑤：令和３年度 学校における教育の情報化の実態等に関する調査より（令和４年３月）】 

※「わりにできる･ややできる」と回答した割合 

 

第１期高松市ＩＣＴ教育推進計画【令和２年度改定版】において設定した指標の進捗

状況を見ると、「ＩＣＴを活用した授業を行っている教員の割合」において、小学校で

は９０％を超えているものの、中学校が７７％となっているなど、中学校教員のＩＣＴ

活用に課題が見られます。 
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また、「児童生徒に互いの意見・考え方・作品などを共有させたり、比較検討させた

りするために、コンピュータや提示装置などを活用して児童生徒の意見などを効果的に

提示する」、「グループで話し合って考えをまとめたり、協働してレポート・資料・作品

などを制作したりするなどの学習の際に、コンピュータやソフトウェアなどを効果的に

活用させる」の進捗度が低く、児童生徒にＩＣＴを学習ツールとして活用させていない

ことも課題となっています。 

 

■表３：ＩＣＴ活用指導力状況調査の結果（全国平均・県平均比較） 

※「できる」「ややできる」と回答した割合 

 Ａ：教材研究･
指導の準備･評
価･校務などＩ
Ｃ Ｔ を 活 用 す
る能力 
 

Ｂ：授業にＩＣ
Ｔ を 活 用 し て
指導する能力 
 
 

Ｃ：児童生徒の
Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 を
指導する能力 
 
 

Ｄ：情報活用の
基 盤 と な る 知
識 や 態 度 に つ
い て 指 導 す る
能力 
 

令 和 ４ 年 度 中
に Ｉ Ｃ Ｔ 活 用
指 導 力 の 各 項
目 に 関 す る 研
修 を 受 講 し た
教員の割合 

高松市 84.4% 72.2% 74.9% 86.3% 64.1% 

香川県 87.1% 74.4% 76.4% 85.6% 67.0% 

全 国 88.5% 78.1% 79.6% 86.9% 73.0% 

 【令和４年度 学校における教育の情報化の実態等に関する調査より（令和５年３月）】 

 

また、■表３：ＩＣＴ活用指導力状況調査の結果（全国平均・県平均比較）では、全

ての項目において、全国平均より下回る結果となっています。 

教員のＩＣＴ活用能力の差による学習内容及び活用頻度の差が課題となっており、Ｉ

ＣＴを活用していない教員やＩＣＴ活用が苦手な教員のＩＣＴ活用指導力の育成が大き

な課題となっています。 
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  (3) ＩＣＴ環境の整備と運用 

本市では、平成３０年度に「第１期高松市ＩＣＴ教育推進計画」を策定し、計画に基

づき電子黒板の整備や、校内の通信ネットワーク環境をはじめとする情報基盤の整備を

中心に進めてきました。 

電子黒板については、全市立小･中学校の普通教室（特別支援学級を除く）への整備

が令和２年度に完了しました。 

また、「ＧＩＧＡスクール構想」を受け、一人一台端末や通信ネットワークの整備を

令和２年度末に完了しました。 

令和４年度には、ＧＩＧＡネットワークのアセスメントを実施し、通信機器の増設に

よるネットワーク環境の改善を図りました。 

 

■表４：第１期高松市ＩＣＴ教育推進計画【令和２年度改定版】 方策３「ＩＣＴ環境の

整備と運用」における指標進捗状況 

項 目 
2016

（H28） 
基準値 

2021 
（R3） 
目標値 

2022 
（R4） 
実績値 

2023 
（R5） 
目標値 

① 
コンピュータ室パソコンの 

タブレットＰＣ率 
1.3%  

1 人 1 台 端 末

導入のため整

備終了 
 

② 
普通教室の電子黒板整備率 

※特別支援学級は含まない 
5.3％  

2020 年 度 末

に100％達成 
 

③ 

電子黒板の活用率 

※「ほぼ毎日使用している」

と回答した教員の割合 

 90.0% 91.3% 100% 

【①②：学校における教育の情報化の実態等に関する調査より】 

【③：令和５年度全国学力･学習状況調査 学校質問紙より（令和５年４月）】           

 

第１期高松市ＩＣＴ教育推進計画[令和２年度改定版]において設定した指標の進捗状況

は、「コンピュータ室パソコンのタブレットＰＣ率」及び「普通教室の電子黒板整備率」は

目標値を達成しました。 

「電子黒板の活用率」は、ほぼ毎日使用している教員の割合が、９１．３％となってお

り、教員にとって需要の高い授業ツールとなっていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 
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  ■表５：教育の情報化調査の結果（全国平均･県平均比較） 

 教育用コンピ

ュータ１台当

たりの児童生

徒数（人/台） 

普通教室の無

線ＬＡＮ整備

率 

インターネッ

ト接続率

（100Mbps以

上） 

普通教室の大

型提示装置整

備率 

統合型校務支

援システム整

備率 

高松市 0.9 96.2% 100% 84.4% 100% 

香川県 0.9 95.7% 99.6% 71.1% 84.6% 

全 国 0.9 97.8% 98.0% 88.6% 86.8% 

【令和４年度 学校における教育の情報化の実態等に関する調査より（令和５年３月）】 

 

文部科学省実施「学校における教育の情報化の実態等に関する調査（令和５年３

月）」ＩＣＴ環境整備状況調査の結果【■表５】では、全て県平均を上回っているもの

の、普通教室の無線ＬＡＮ整備率や普通教室の大型提示装置の整備率は、全国平均を下

回っており、特に普通教室の大型提示装置の整備率については、全国平均より4.2ポイ

ント下回っています。  

電子黒板を含む大型提示装置の整備については、国のＩＣＴ環境の整備水準（各普通

教室（特別支援学級を含む）１台、特別教室用として６台）に達しておらず、今後、無

線ＬＡＮ整備を含め、特別教室や特別支援学級への電子黒板の整備を進めていくことが

必要です。 

また、令和６年度からの学習者用デジタル教科書13の本格的な導入や、全国学力･学

習状況調査のＣＢＴ14化等に向けたネットワーク回線の増強など、児童生徒一人ひとり

の実情や教育的ニーズに応じたＩＣＴ活用が安心して行えるよう、ＩＣＴ環境の整備を

進めていく必要があります。   

 
13 学習者用デジタル教科書 児童生徒が学校の教科書として使用することを想定して作られた電子書籍。紙の教

科書の内容の全部をそのまま記録した電磁的記録教材。 
14 ＣＢＴ Computer Based Testing の略。コンピュータを使って実施する試験。 
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第３章 基本目標及び方策 

 

１ 基本目標 

 

  

 

２ 方策 

方  策 具体的取組 

方策１ 
児童生徒の情報活用能力

の育成 

（１）情報活用能力（高松モデル）育成事業 

（２）一人一台端末持ち帰り本格運用事業 

（３）情報モラル教育研修の充実 

（４）プログラミング教育の充実 

（５）生成ＡＩの教育現場での活用検討 

方策２ 

教職員のＩＣＴ活用指導

力の向上と支援体制の充

実 

（１） 教職員のＩＣＴスキルに応じた研修の実施 

（２） 学習者用デジタル教科書の活用推進 

（３） 先進的・効果的な実践の横展開 

（４） ＩＣＴ支援員等の配置などによる教職員支援 

方策３ 
ＩＣＴを活用するための

環境の整備と運用 

（１） ＩＣＴ機器等の整備・更新 

（２） クラウドサービスと１人１アカウントの運用 

（３） 校務の情報化の推進 

（４） 情報セキュリティの確保 

 

３ 学校教育ＤＸへの展望 

  本市では、次の３段階のステップで、学校教育のＤＸを推進します。 

  現在、活用定着期から活用充実期向け、取組を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴを日常的に活用することを通して、新しい時代に必要な資質･能力を育成する 
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第４章 具体的取組・成果指標 

 

【方策１】児童生徒の情報活用能力の育成 

      (1) 情報活用能力（高松モデル）育成事業 

        研究指定校において、本市の情報活用能力の指標である「高松モデル」を

校内の年間カリキュラムに位置付け、一人一台端末の日常的な活用を通して

課題解決に向けた探究的な実践を重ねることで、系統的に情報活用能力の育

成を図ります。 

■ 高松モデル4領域による情報活用能力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     (2) 一人一台端末持ち帰り本格運用事業 

        一人一台端末の日常的な持ち帰り運用により、児童生徒が学びのツールと

して端末を日常的に活用し、学校と家庭との学びをシームレスにつなぐとと

もに、学びの深まりや連続性を生みだします。 

■ 学校と家庭との学びをシームレスにつなぐための家庭での一人一台端末活用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A：基礎的スキル（Web 検索、インタビュー等） B：探究スキル（相手を意識した表現、説明の工夫等） 

Ｃ：プログラミング（アプリを使ったプログラミング等） D：情報モラル（ルールやマナー、セキュリティ等） 
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      (3) 情報モラル15教育研修の充実 

教職員が、児童生徒に対してＩＣＴを安全かつ適切に活用するための情報

モラルについて指導できるよう、一般財団法人ＬＩＮＥみらい財団と連携し

作成した、情報モラル教材「ＧＩＧＡワークブックたかまつ」を活用するた

めの研修など、情報モラルに関する教職員研修等の充実を図ります。 

■「ＧＩＧＡワークブック 

たかまつ」の教材（一例） 

     

 

 

 

 

 

      (4) プログラミング教育16の充実 

        プログラミング教育は、各教科・領域の授業の中で育成するものであり、

情報活用能力の４領域の一つに位置付けられている要素です。 

プログラミング教育の教員研修を実施し、教員のプログラミング教育に係

る指導力の向上を図るとともに、関係機関と連携し

た「出前授業」の実施や「プログラミングコンテス

ト」を開催するなど、プログラミング教育の充実を

図ります。 

 

 

(5) 生成ＡＩ17の教育現場での活用検討 

国のガイドライン等に基づき、研究指定校で効果的な活用を検討します。 

 

成果指標 
2023（Ｒ５） 2027（Ｒ９） 

小学校 中学校 小学校 中学校 

１ 

前年度までに受けた授業で、PC･タブレットなどの
ＩＣＴ機器を週３回以上使用していると回答した児
童生徒の割合（全国学力･学習状況調査：児童生徒
質問紙） 

44.0％ 24.1％ 100％ 100％ 

２ 

学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使
うのは、勉強の「役に立つと思う」又は「どちらかと
いえば、役に立つと思う」と回答した児童生徒の割
合（全国学力･学習状況調査：児童生徒質問紙） 

94.3％ 91.6％ 100％ 100％ 

３ 
一人一台端末を使って、プレゼン資料を作ることが
できると回答した児童生徒の割合（高松市総合教育
センター：学習等に関するアンケート） 

71.7％ 
（R4） 

74.1％ 
（R4） 90.0％ 95.0％ 

 
15 情報モラル 情報社会で適正な活動を行うための基となる考え方や態度のこと。情報社会を生き抜き、健全に

発展させていく上で、全ての国民が身に付けておくべき考え方や態度を指す。 
16 プログラミング教育 情報活用能力の一要素であるプログラミング的思考（物事を論理的に考える力）を育む

ことをねらいとする教育。   
17 生成ＡＩ 「Generative AI：ジェネレーティブ AI」とも呼ばれ、対話型生成ＡＩはあたかも人間と会話して

いるかのような応答が可能であり、文章作成、翻訳等の素案作成など、さまざまなコンテンツを生成できる AI

のこと。文部科学省は、令和５年７月に利用に関する暫定的なガイドラインを作成。ガイドラインでは「現時点

では活用が有効な場面を検証しつつ、限定的な利用から始めることが適切である」と示された。 

写真 
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 【方策２】教職員のＩＣＴ活用指導力の向上と支援体制の充実 

(1) 教職員のＩＣＴスキルに応じた研修の実施 

①教員のＩＣＴ活用指導力の向上に向け策定した「教員のＩＣＴ活用指導能力

指標」【資料２】を指標とし、個別最適な学びと協働的な学びの充実に向けた

ＩＣＴの適切かつ効果的な活用による授業改善のための研修を実施するほ

か、初任者研修等の経年研修において、教職員の経験年数に応じたＩＣＴ活

用研修を実施します。 

 

■ 授業における教員のＩＣＴ活用場面 

A：一斉指導 B：個別学習 C：協働学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＩＣＴの適切かつ効果的な活用による授業改善例（小学校 ６年社会科より） 

 

 

 

 

 

●初任研等の基本研修でのＩＣＴ活用指導力研修の実施 

●優良実践校の教員によるＩＣＴ活用実践の紹介 

●端末操作による実技研修の実施 等 
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     ②オンラインを活用した「放課後ちょいスクール18」では、教職員の悩みやニ

ーズに応じた学びの場となる研修を実施します。 

③学校のＩＣＴ活用状況や要請により、指導主事等を学校に派遣することによ 

るアウトリーチ型研修19を実施します。 

 

     (2) 学習者用デジタル教科書の活用推進 

①令和６年度から本格導入となる学習者用デジタ

ル教科書について、紙媒体の教科書とデジタル

教科書を組み合わせた効果的な活用や、一人一

台端末の持ち帰りによる家庭学習での活用を進

めます。 

②デジタル教科書活用研修を実施し、デジタル教科書を活用した教員の指導力

向上を図ります。 

    (3) 先進的・効果的な実践の横展開 

      ①ＩＣＴに係る実証研究指定校による授業公開（オンラインを含む）を実施し

ます。 

      ②先進的・効果的な実践事例を収集し、内部ホームページ20や「ＴＡＫＡＭＡ

ＴＳＵ ＧＩＧＡ新聞21」により、各学校へ情報提供を行います。 

     ■ 内部ホームページ画面               ■ ＧＩＧＡ新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
18 放課後ちょいスクール 高松市総合教育センターが企画運営し、市立小･中学校教員を対象に、放課後の３０

分を活用したオンラインによる学びの場。 
19 アウトリーチ型研修 学校の要請に応じ、指導主事等を学校に派遣し、コンピュータ等のＩＣＴ機器の操作や

授業での活用について実習を主とした研修。 
20 内部ホームページ 市立小･中学校内部のみ閲覧できるホームページ。研修に関する情報や、ＩＣＴに関する

操作マニュアル及び質問への回答（ＦＡＱ）等、教員支援に向けた内容となっている。 
21 ＴＡＫＡＭＡＴＳＵ ＧＩＧＡ新聞 高松市総合教育センターが市立小･中学校教員向けに発行しているＩＣ

Ｔ教育推進のための啓発資料。主に、市立小･中学校における一人一台端末の有効活用事例を紹介している。 

写真 
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     (4) ＩＣＴ支援員22等の配置などによる教職員支援 

        ＩＣＴ支援員の配置や国のＧＩＧＡスクール運営支援センター23の活用な

ど、学校現場における授業支援及びネットワーク･機器不具合への対応支援を

行い、教職員のＩＣＴ活用能力の向上及び負担軽減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標 
2023（Ｒ５） 2027（Ｒ９） 

小学校 中学校 小学校 中学校 

１ 

ＩＣＴ（一人一台端末や電子黒板等）を活用した授

業が分かりやすいと回答した児童生徒の割合（高松

市総合教育センター：学習等に関するアンケート） 
89.0％ 

（R4） 
100％ 

２ 

学校における教育の情報化の実態等に関する調査結
果（教員のＩＣＴ活用指導力等の実態） 
大項目A「教材研究・指導の準備・評価・校務などに
ICTを活用する能力」に関する質問に対し、「でき
る」、「ややできる」と回答した教員の割合 

84.4％ 95.0％ 

３ 

〃 
大項目Ｂ「授業にＩＣＴを活用して指導する能力」に
関する質問に対し、「できる」、「ややできる」と回答し
た教員の割合 

72.2％ 90.0％ 

４ 

〃 
大項目Ｃ「児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力」に
関する質問に対し、「できる」、「ややできる」と回答し
た教員の割合 

74.9％ 90.0％ 

５ 

〃 
大項目Ｄ「情報活用の基盤となる知識や態度について
指導する能力」に関する質問に対し、「できる」、「やや
できる」と回答した教員の割合 

86.3％ 95.0％ 

  

 

 

 

 
22 ＩＣＴ支援員 ＩＣＴを活用した授業の計画作成支援、ＩＣＴ機器の準備･操作支援、校内研修等を主な業務

内容とし、日常的に教員のＩＣＴ活用支援を行う人材。 
23 ＧＩＧＡスクール運営支援センター 一人一台端末の活用やトラブル対応など、学校現場をサポートするため

の支援センター。国の補助事業。 
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【方策３】ＩＣＴを活用するための環境の整備と運用 

 (1) ＩＣＴ機器等の整備・更新 

学校教育における更なるＩＣＴ環境の向上を図るため、電子黒板や端末等

の計画的な整備･更新を実施します。 

■整備･更新の方向性  

①児童生徒用一人一台端末（令和８年３月更新予定） 

  国の方針や他自治体の導入状況をもとに、端末及びアプリケーションの選定

を行います。 

②電子黒板 国の整備水準（「平成3０年度以降の学校におけるICT環境の整備方

針」）に基づき、特別教室及び特別支援学級へ整備します。 

【電子黒板（大型提示装置）整備水準】 

●各普通教室（特別支援学級含む）１台、 

●特別教室用として６台 

【導入計画】 

・令和２年度     

･･･特別支援学級を除く普通教室への整備完了 

・令和６～９年度 

･･･特別教室及び特別支援学級へ整備 

③学習者用デジタル教科書の本格的な導入や全国学力･学習状況調査のＣＢＴ化

を見据えたネットワーク環境の改善を図ります。 

④ＴＥＮＳ・統合型校務支援システム（令和１０年９月更新予定） 

 校務の効率化や教育データの利活用の推進に向けたクラウド環境、統合型校務

支援システムの整備について検討します。 

⑤ＰＣ教室用教育用ＰＣ 

国等の動向を注視しつつ、端末及び周辺機器について検討します。 

⑥教育用ノートＰＣ･タブレットＰＣ（５年に分けて順次更新） 

 使いやすく教職員がＩＣＴ活用指導能力を向上できるとともに、授業において

個別最適な学びと協働的な学びの充実に向けた授業改善につながる端末及びアプ

リケーションの選定を行います。 

⑦校務用ノートＰＣ（５年に分けて順次更新） 

 ＴＥＮＳクラウド及び統合型校務支援システムと連携して、校務のＤＸにつな

がる端末及びアプリケーションの選定を行います。 
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 (2) クラウドサービスと１人１アカウントの運用 

      ①教職員アカウントによるＴＥＮＳクラウド（プライベートクラウド24）の運

用 

       教員一人一人に付与しているアカウントでアクセスすることで、自身が所属

する学校の共通フォルダにアクセスでき、校務で扱う個人情報等、機密性の高

い情報を安全に一元管理できる環境を構築し、高いセキュリティを保持しつつ

運用していきます。 

（外部接続システム25を利用することで自宅端末からもアクセス可能） 

      ②教育用アカウントによるパブリッククラウド26の運用 

       教員及び児童生徒に学習系アプリケーション（学習支援ツール、ビデオ会議

システム、ＡＩ型ドリル等）を利用するための教育用アカウントを付与し、教

員と児童生徒がともにパブリッククラウドにアクセスすることで、教員が児童

生徒にデジタル教材を配付したり、教員から配付された課題を児童生徒同士が

同時にファイル編集したりするなど、個別最適な学びと協働的な学びの充実に

向けた授業改善を図ります。 

(3) 校務の情報化の推進 

高松市教育情報通信ネットワークシステム（ＴＥＮＳ）及び統合型校務支

援システムの整備･運用、一人一台端末環境の活用による校務の情報化を進

め、校務処理の効率化と事務負担の軽減を図ります。 

(4) 情報セキュリティの確保 

国の「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」27を踏ま

え、策定した「高松市立学校情報セキュリティ対策基準」に基づき、管理･

運用するとともに、学校のＩＣＴ環境の変化に対し、柔軟にポリシーの見直

しを図り、児童生徒の個人情報等学校における情報資産の安全･安心な管理

に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
24 プライベートクラウド 専用のクラウド環境を構築し専有することができるクラウドサービス。  
25 外部接続システム 仮想デスクトップに接続する事で、セキュリティを確保しながら自宅の端末から TENS

クラウドを使用できるシステム。 

26 パブリッククラウド 専用のクラウド環境ではなく、クラウドサービス提供事業者が構築した環境を他の利

用者と共同利用するクラウドサービスのこと。 
27 教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン 学校における情報セキュリティ対策の考え方を整理す

ることを目的として、文部科学省により平成２９年１０月に取りまとめられ、令和元年１２月にクラウドを活用

した環境構築に関する内容等を追記した改訂、令和４年３月には、ＧＩＧＡスクール構想の推進により再度改訂

が行われた。 
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     (5) その他（学校におけるＩＣＴ活用） 

      ①アンケートフォームを活用したアンケートや結果の集計業務を実施します。 

       ・児童生徒への健康観察 

・心の健康観察実施による心の変化の早期発見、早期対応 

       ・保護者への学校評価アンケート  等 

      ②ＩＣＴの効果的活用による特別な配慮や支援を要する児童生徒への教育支援

を行います。 

      ・書くことが苦手な児童生徒への支援･･･ディクテーション機能28、黒板画

像の一人一台端末への配信 

      ・日本語指導を要する外国人児童生徒等への支援･･･デジタル教材やアプリ

の読み上げ機能、多言語翻訳機能の活用による学習支援  等 

     ③不登校及び不登校傾向の児童生徒への教育支援を行います。 

      ・オンライン授業の実施やＡＩ型ドリル･課題配信ツールを活用した学習支

援及び学びの場の保障 

      ・チャット機能やビデオ会議システムを活用した教育相談や心のケアの実施  

等 

     ④病気療養児童生徒への教育支援を行います。 

      ・モバイルWi-Fiルーター貸出により、Wi-Fi環境の無い入院先においても、

オンラインによる学習支援、心のケアが行える体制を整えます。 

 

 

 

 

 

 

成果指標 
2023（Ｒ５） 2027（Ｒ９） 

小学校 中学校 小学校 中学校 

１ 

電子黒板の整備率 導入数／普通教室（特別支援学
級含む）数＋特別教室（各校６室）数（高松市総合
教育センター調査） 

63.0％  100％ 

２ 

前年度に教員が大型提示装置等（プロジェクター、
電子黒板等）のＩＣＴ機器を活用した授業をほぼ毎
日行った割合 
（全国学力･学習状況調査：学校質問紙） 

95.7％ 82.6％ 100％ 100％ 

３ 

ＩＣＴを活用した校務の効率化（事務の軽減）に取
り組んでいると回答した学校の割合（「よく取り組
んでいる」又は「どちらかといえば、取り組んでい
る」と回答した学校の割合） 
（Ｒ４全国学力･学習状況調査：学校質問紙） 
※R5以降は県学習状況調査：学校質問紙結果を実績値とする 

97.9% 
（R4） 

91.3% 
（R4） 100％ 100％ 

 
28 ディクテーション機能 マイクを使って直接音声入力し、その音声をテキスト化する機能。 
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■高松市ＩＣＴ教育推進計画に係るスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松市 ICT 教育推進キャラクター 

「ＧＩＧＡ松」 



領域 レベル１(小学校下学年） レベル２(小学校上学年) レベル３(中学校)

A1 記録と編集
写真や動画の撮影、音声の記録が
できる

写真や映像、音声の加工・編集ができる 目的や情報の種類に応じて、アプリケー
ションを選択、活用できる

A2 PC操作
ローマ字で文字入力ができる ファイルの管理ができる クラウド等を用いた協働作業のためにコ

ンピュータを活用できる

A3 ウェブ検索
キーワードで検索できる サイトの構造を理解して情報を見つける

ことができる
AND,ORなど条件を工夫して検索でき
る

A4 図書利用
図書館内にある本を見つけることが
できる

目次や索引を活用して情報を見つけら
れる

図書・新聞データベースを活用して必要
な本や記事を見つけられる

A5 インタビュー
質問を用意することができる 下調べをしてインタビューするべき質問

を選ぶことができる
インタビューの考えを引き出すために追
加の質問ができる

A6 アンケート
何を聞くか質問を考えられる 目的に合った質問の形式や内容を考え

られる
集計・分析できるように適切な設問文や
選択肢を作成できる

A7 メモ
大事だと思うことを、短い言葉で書く
ことができる

箇条書き・単語でポイントをまとめること
ができる

書く場所や矢印・強調などで工夫するこ
とができる

A8 発表
(物を見せながら)大きな声で分かり
やすく話すことができる

(資料を効果的に示しながら）身振りや
声の抑揚など伝え方を工夫できる

（資料を活用しながら）聴衆とのやり取
りなどの伝え方を工夫できる

B1 選択
課題解決に役立つ情報を選ぶこと
ができる

選んだ根拠を説明することができる 信頼性や信憑性を考えて情報を選ぶこ
とができる

B2 発見
一つの資料から視点をもって情報を
読み取ることができる

複数の情報から共通・相違点を見つけ
ることができる

複数の情報から矛盾点やかけている情
報を見つけることができる

B3 創造
情報から分かったことをまとめられる 情報を組み合わせて新たな意味を見出

すことができる
情報を多面的に見て、新たなアイデアを
見出すことができる

B4 内容の構成
話の順番を組み立てることができる 相手を説得するために論理を組み立て

ることができる
アウトライン(目次)をつくり、内容を構成
することができる

B5 表現の工夫
メディアに応じた工夫ができる 伝えたいことに応じて、表現を工夫するこ

とができる
メディアを組み合わせて、表現を工夫す
ることができる

B6 相手意識
相手を意識して伝え方を工夫するこ
とができる

相手の反応を見て、伝え方や内容を工
夫することができる

相手の関心や知識に配慮して、伝え方
や内容を工夫することができる

B7 学習計画
決められた計画に見通しをもつこと
ができる

自分で計画を立てることができる グループ内で役割分担を考えて、計画
を立てることができる

B8 評価と改善
学びを振り返ることができる 振り返りを基に、次にやってみたいことを

考えられる
振り返りを基に、改善策を立てられる

C1 分解
物事を部品に分けて捉えることがで
きる

部品を組み合わせて物事を表現するこ
とができる

物事の全体をシステム（部品の関係）で
捉えることができる

C2 分類
情報を決められた観点に分類・整理
することができる

観点を考えて情報を分類することができ
る

情報の属性を意識して、構造的に捉え
ることができる

C3 関係づけ
情報と情報の間にある関係に気付く
ことができる

情報と情報の関係を、図やプログラムで
表現できる

情報の規則性、順序性、一般性を図や
プログラムで表現することができる

C4 手順
問題解決の流れを手順に表すこと
ができる

問題解決の手続きを順序・繰り返し・分
岐などを組み合わせて表現できる

問題解決の手続きをアクティビティ図等
を用いてモデル化できる

C5 試行錯誤
うまくいかない時に、繰り返し取り組
もうとする

試作やシュミレーションを通して問題解
決の方法や改善策を見出すことができ
る

条件を切り分け、解決方法を論理的に
考えて取り組む(デバック)ことができる

C6 傾向
大まかなデーターの傾向を見出すこ
とができる

データーの変化を捉えて説明することが
できる

表やグラフを用いてデーターを統計的
に処理することができる

C7 情報技術の将来
新しい情報技術がどんなものか知る 新しい情報技術にどう関わるか説明で

きる
新しい情報技術が社会や産業にどう活
用されているか説明できる

D1 コミュニケーション
相手によって受け止め方が違うこと
を理解することができる

発信する情報に責任をもつことができる ネットワークの公共性を意識して行動す
ることができる

D2 法と権利
人の作った作品や情報を大切にす
ることができる

著作権や肖像権に留意して情報を扱う
ことができる

情報の保護や取扱いに関する法律を理
解することができる

D3 健康と安全
情報機器を使う場所や時間を守る
ことができる

情報機器を使う場所や時間を自分で管
理することができる

健康に配慮して情報機器・サービスを
活用することができる

D4 ルール・マナー
ルールやマナーが必要であることを
理解する

ルールやマナーを相手と一緒に作ること
ができる

ルールやマナーを創造・遵守することで
問題解決しようとすることができる

D5 セキュリティ
パスワードを安全に管理することが
できる

なりすましやウィルスなどの危険を理解
することができる

サイバーセキュリティの重要性を理解す
ることができる

D6 個人情報
自他の情報をむやみに他人に漏ら
さない

自他の情報が伝わる範囲を考えて行動
することができる

自他の情報を相手や範囲を考えて管理
することができる

D7 情報社会の将来
情報社会の特色を理解することが
できる

情報社会の中でどう生きていくか説明す
ることができる

情報社会がどうあるべきか説明すること
ができる

情

報
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【資料１】情報活用能力　（高松モデル）
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【資料２】教員のＩＣＴ活用指導力指標 

活用場面 授業形態 ① 基礎 ② 応用 

A 
一
斉
学
習 

１ 
教員に
よる 
教材の
提示 

 プロジェクターや電子黒板を
使って、画像や放送番組の動
画等を拡大して提示しながら
説明することができる。 

プロジェクターや電子黒板に映
し出した画像や動画に書き込む
など、分かりやすくなるよう工夫
して提示することができる。 

B 
個
別
学
習 

１ 
個に 
応じる
学習 

 
 
 

ドリル教材等を使って個別に
取り組ませることができる。 

ドリル教材等を使って個別に取
り組ませ、学習者の状態を把握
したり個別に手立てを講じたり
することができる。 

２ 
調査 
活動 

 インターネットを活用して検索
し、必要な情報を集められるよ
うに指導することができる。 

インターネットを活用した情報収
集の仕方や、Web 会議やメー
ル等によるインタビューなど、多
様な調査活動を指導することが
できる。 

３ 
思考を
深める
学習 
 

 デジタル教材やデジタル思考
ツールなどを活用させ、個々に
考え、理解しようとする機会を
確保することができる。 

デジタル教材やデジタル思考ツ
ールなどを活用させ、試行錯誤
の時間を確保しつつ、得られた
気づきを説明させる機会を確保
することができる。 

４ 
表現・ 
制作 

 
 
 
 
 

アプリを使い、文字や写真を
組み合わせてリーフレットなど
の資料を制作させることがで
きる。 

アプリを使い、文字や映像を組
み合わせてデジタルリーフレット
などの資料を制作させることが
できる。 

５ 
家庭 
学習 

 
 
 
 
 

学習の理解を進めるための教
材を準備し、学習の延長とし
て家庭で情報端末を活用した
学習を取り組ませることがで
きる。 

課題を提示し、家庭で情報端末
を活用した調査活動を進めさ
せ、それらを授業の学習材とし
て活用する準備をさせることが
できる。 

C 
協
働
学
習 
 
 
 
 

１ 
協働で
の意見
整理 

 
 
 
 

情報端末に個々の意見を出さ
せ、交流する機会を作ることが
できる。 

情報端末に個々の意見を出さ
せ、相互の共通点・相違点を明
らかにするなど、課題を解決す
るために意見を整理する機会を
作ることができる。 

２ 
協働 
制作 

 
 
 
 
 

各自が調べたことやまとめた
ことを情報端末の機能を使っ
て共有させることができる。 

各自が調べたことを情報端末
の機能を使って共有させ、課題
を解決するために協働で制作さ
せることができる。 

３ 
発表や
話し合
い 

 
 
 
 
 

調べたことやまとめたことを拡
大提示させながら、説明する
機会を作ることができる。 

調べたことなどを拡大提示しな
がら説明させたり、タブレット端
末を活用しながら話し合わせた
りする機会を作ることができる。 

４ 
学校の
壁を越
えた学
習 

 
 
 
 
 

他校や外部講師などとオンラ
インでつなげ、交流することが
できる。 

課題を解決するために他校や
外部講師などとオンラインでつ
なげ、授業を行うことができる。 

「学びのｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業」実践研究報告書（平成 26 年度）をもとに加筆修正 


